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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タブ紙を給紙・搬送し、搬送された該タブ紙のタブに画像を印刷する機能を有する画像
形成装置において、
　複数の前記タブ紙に印刷するべき複数の画像を１枚の原稿に記載したタブ印刷データを
読み込ませる読み込み手段と、
　前記読み込み手段で読み込んだ複数のタブ印刷データを前記複数のタブ紙のタブに分配
して印刷するタブ画像移動印刷手段と、を有し、
　前記タブ画像移動印刷手段は、
　各々のタブ紙のタブの数によって異なるタブの位置、およびタブの縦幅に対応する幅の
領域にある原稿上の画像を検知する検知手段と、
　該検知手段で検知した前記画像を自動的に前記タブ上に移動して印刷するタブ幅領域画
像平行移動印刷手段と
　を有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　タブ紙を給紙・搬送し、搬送された該タブ紙のタブに画像を印刷する機能を有する画像
形成装置において、
　複数の前記タブ紙に印刷するべき複数の画像を１枚の原稿に記載したタブ印刷データを
読み込ませる読み込み手段と、
　前記読み込み手段で読み込んだ複数のタブ印刷データを前記複数のタブ紙のタブに分配
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して印刷するタブ画像移動印刷手段と、を有し、
　前記タブ画像移動印刷手段は、原稿上でタブの縦幅に対応する幅の領域内に複数記載さ
れたタブ印刷データを、順次タブ上に印刷することを特徴とする画像形成装置。
【請求項３】
　前記タブ画像移動印刷手段は、原稿の最上面から何ページまでがタブへの印刷用の原稿
か、タブ紙の種類は何か、タブ紙のみの印刷か、何ページ目にタブ紙を挿入したいかの少
なくともいずれかを含む処理条件を設定する設定手段を有することを特徴とする請求項１
又は２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記タブ画像移動印刷手段は、
　前記設定手段により設定されたタブ紙の種類に応じてタブの縦幅、位置を決定し、原稿
が記憶されているメモリのアドレスをタブ紙の種類別に領域分割する領域分割手段と、
　前記設定手段により設定されたタブ紙挿入ページになったら、前記領域分割手段で分割
されたメモリアドレス領域の１エリア内において画像データがある領域を検出する画像エ
リア検出手段と、
　前記エリア検出手段の検出に応じて、読み出しタイミング制御によって前記メモリから
画像データを読出し、書き込みタイミング信号を制御することによりタブの位置に合わせ
て書き込みを行い、タブ紙のタブへの印刷を行う印刷実行手段と
　を有することを特徴とする請求項３に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記タブ画像移動印刷手段は、
　前記設定手段により設定されたタブ紙の種類に応じてタブのサイズ、位置を決定し、予
め定めた設計仕様から原稿が記憶されているメモリのアドレスを領域分割する領域分割手
段と、
　前記設定手段により設定されたタブ紙挿入ページになったら、前記領域分割手段で分割
されたメモリアドレスのうち所定の順序にしたがって読み出しタイミング制御によって前
記メモリから画像データを読出し、書き込みタイミング信号を制御することによりタブの
位置に合わせて書き込みを行い、タブ紙のタブへの印刷を行う印刷実行手段と
　を有することを特徴とする請求項３に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、プリンタ、ファックス、複写機等の画像形成装置に関し、特に側方にタブ（
耳状の見出し部、付箋）を１つ以上有するタブ紙を給紙し搬送し、搬送されたタブ紙のタ
ブに画像（文字・記号を含む）を印刷する機能を有する画像形成装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、画像形成装置では、タブ紙のタブへの印刷文字の読み込み作業はタブ紙一枚に
つき、一枚のタブへの印刷文字を記載した原稿を用意し、ユーザー（使用者）はその原稿
に書かれた文字を適当な距離だけ移動させる操作、つまり従来の画像形成装置の操作部に
おいて、原稿の文字を何ｍｍ移動させるかを設定するマニュアル操作を行うことにより、
タブ紙のタブ上に文字を印刷させていた。
【０００３】
したがって、このような従来技術では、タブへの印刷用の原稿のわずか一部分しか使わな
いため、用紙の使い方に無駄があった。また、正しいタブの位置へ印刷をするにはユーザ
ーの経験などに頼るところがあった。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
このように、上記の従来技術では、タブ紙に印刷を行う際に、タブ紙一枚に対して一枚の
タブ印刷用原稿を必要とするので、非効率的であるという課題がある。
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【０００５】
また、上記の従来技術では、読み込んだタブ印刷文字を正確にタブ上に印刷するためには
ユーザーの細かいマニュアル設定が必要であり、タブ印刷時の品質が安定しないという課
題がある。
【０００６】
本発明の目的は、上記のような課題を解決し、タブ紙のタブへ印刷するときの用紙の無駄
を省き、かつユーザの操作性と印刷効率の向上を図り、ひいては印刷品質の安定が得られ
るようにした画像形成装置および画像形成方法、並びに画像形成プログラムを記録した記
録媒体を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するため、請求項１の発明は、タブ紙を給紙・搬送し、搬送された該タ
ブ紙のタブに画像を印刷する機能を有する画像形成装置において、複数の前記タブ紙に印
刷するべき複数の画像を１枚の原稿に記載したタブ印刷データを読み込ませる読み込み手
段と、前記読み込み手段で読み込んだ複数のタブ印刷データを前記複数のタブ紙のタブに
分配して印刷するタブ画像移動印刷手段と、を有し、前記タブ画像移動印刷手段は、各々
のタブ紙のタブの数によって異なるタブの位置、およびタブの縦幅に対応する幅の領域に
ある原稿上の画像を検知する検知手段と、該検知手段で検知した前記画像を自動的に前記
タブ上に移動して印刷するタブ幅領域画像平行移動印刷手段とを有することを特徴とする
。
【０００８】
　また、請求項２に記載の発明は、タブ紙を給紙・搬送し、搬送された該タブ紙のタブに
画像を印刷する機能を有する画像形成装置において、複数の前記タブ紙に印刷するべき複
数の画像を１枚の原稿に記載したタブ印刷データを読み込ませる読み込み手段と、前記読
み込み手段で読み込んだ複数のタブ印刷データを前記複数のタブ紙のタブに分配して印刷
するタブ画像移動印刷手段と、を有し、前記タブ画像移動印刷手段は、原稿上でタブの縦
幅に対応する幅の領域内に複数記載されたタブ印刷データを、順次タブ上に印刷すること
を特徴とする。
【０００９】
　また、前記タブ画像移動印刷手段は、原稿の最上面から何ページまでがタブへの印刷用
の原稿か、タブ紙の種類は何か、タブ紙のみの印刷か、何ページ目にタブ紙を挿入したい
かの少なくともいずれかを含む処理条件を設定する設定手段を有することを特徴とする。
【００１０】
　また、前記タブ画像移動印刷手段は、前記設定手段により設定されたタブ紙の種類に応
じてタブの縦幅、位置を決定し、原稿が記憶されているメモリのアドレスをタブ紙の種類
別に領域分割する領域分割手段と、前記設定手段により設定されたタブ紙挿入ページにな
ったら、前記領域分割手段で分割されたメモリアドレス領域の１エリア内において画像デ
ータがある領域を検出する画像エリア検出手段と、前記エリア検出手段の検出に応じて、
読み出しタイミング制御によって前記メモリから画像データを読出し、書き込みタイミン
グ信号を制御することによりタブの位置に合わせて書き込みを行い、タブ紙のタブへの印
刷を行う印刷実行手段とを有することを特徴とする。
【００１１】
　また、前記タブ画像移動印刷手段は、前記設定手段により設定されたタブ紙の種類に応
じてタブのサイズ、位置を決定し、予め定めた設計仕様から原稿が記憶されているメモリ
のアドレスを領域分割する領域分割手段と、前記設定手段により設定されたタブ紙挿入ペ
ージになったら、前記領域分割手段で分割されたメモリアドレスのうち所定の順序にした
がって読み出しタイミング制御によって前記メモリから画像データを読出し、書き込みタ
イミング信号を制御することによりタブの位置に合わせて書き込みを行い、タブ紙のタブ
への印刷を行う印刷実行手段とを有することを特徴とする。
【００１５】
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【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態を詳細に説明する。
【００１６】
（第１の実施形態）
図１は本発明の一実施形態における画像形成装置（複写機）の全体の断面構成を示す。こ
の装置の基本的な動作について、図１を用いて説明する。
【００１７】
ここで、１は第１ミラー、２は原稿照明ランプ、３は定着器、４は原稿台ガラス、５は定
着ウェブ、６はレーザユニット、７は搬送部、８はドラムクリーナ部、９は感光ドラム、
１０は一次帯電器、１１はＣＣＤユニット、１２は折り返しミラーである。
【００１８】
１３はセットアップカートリッジ、１４はホッパ、１５は現像シリンダ、１６は転写前帯
電器、１７は手差しトレイ搬送ローラ、１８は手差しトレイ給紙ローラ、１９は手差しト
レイ分離ローラ、２０はレジストローラ、２１は転写帯電器、２２は分離帯電器である。
【００１９】
２３は右デッキ給紙ローラ、２４は右デッキ搬送ローラ、２５は右デッキ分離ローラ、２
６は右デッキ、２７は第３カセット給紙ローラ、２８は第３カセット搬送ローラ、２９は
第３カセット分離ローラ、３０は第４カセット給紙ローラ、３１は第４カセット搬送ロー
ラ、３２は第４カセット分離ローラ、３３は第４カセット、３４は第３カセット、３５は
左デッキ、３６は左デッキ分離ローラ、３７は左デッキ給紙ローラ、３８は左デッキ給紙
ローラである。
【００２０】
３９は定着下ローラ、４０は定着上ローラ、４１は外排紙ローラ、４２は第３ミラー、４
３は　第２ミラー、４４は画像処理部である。
【００２１】
１つの原稿給紙装置上に積載された原稿は、１枚づつ原稿台ガラス４の面上に順次搬送さ
れる。原稿が搬送されると、スキャナー部分の原稿照明ランプ２が点灯し、かつランプ２
を含むスキャナーユニットが移動して原稿を照射する。原稿の反射光はミラー４３，４２
を介して、イメージセンサー部のＣＣＤユニット１１に入力される。
【００２２】
ＣＣＤユニット１１に入力された画像信号は、直接、あるいは、一旦画像メモリ（図示し
ない）に記憶され、再び読み出された後、露光制御部のレーザユニット６に入力される。
照射光によって感光ドラム９の感光帯上に作られた潜像は、現像シリンダ１５によって現
像される。上記潜像とタイミングを合わせて被転写紙積載部であるデッキ２６や３５，あ
るいはカセット３４や３３から転写紙が搬送され、転写帯電器２１において、上記現像さ
れたトナー像が転写される。転写されたトナー像は定着器３において被転写紙に定着され
た後、排紙部の外排紙ローラ４１から装置外部に排出される。
【００２３】
次に、上記画像形成装置の中でも本発明と密接に関係のある画像処理部４４の回路構成を
図２に示す。
【００２４】
まず、基本的な動作を説明する。スキャナー入力使用時に、ＣＣＤ回路基板２０１からＩ
Ｐ（イメージプロセッサ）回路部２０２へ画像データが入力され、ここでデジタル画像処
理、および圧縮／伸縮などの処理を施す。一方、パーソナルコンピュータ（以下、パソコ
ンという）からデータを入力する時は、まず、ＰＤＬボード２０３において、ＰＤＬ（図
形記述言語）データを複写機本体で処理できるデータに変換し、画像処理部（ＭＦＣ回路
部）２０４で画像処理をし、ＩＰ回路基板２０２へ送る。
【００２５】
ＩＰ回路部２０２は画像処理制御部２０５と圧縮／伸縮部２０６を有し、画像処理制御部
２０５は画像の不要な枠を消す枠消し部２０７、画像を指定方向に回転する回転部２０８
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、メモリ制御部２０９、および黒濃縮度カウント部２１０を有する。
【００２６】
ＩＰ回路部２０２内のメモリ制御部２０８では、主走査方向、副走査方向の同期制御と画
像データとをどこに送り出すかの制御等を行う。図１で図示した画像処理部４４では、図
２に示されているように、画像メモリとしてイメージサーバ２１２というハードディスク
２１３とメモリーボード２１４のＤＲＡＭ（ダイナミックランダムアクセスメモリ）２１
５とが装備されている。画像データは一旦メモリーボードＤＲＡＭ２１５に保管され、前
の画像データが圧縮／伸縮部２０６で圧縮処理されるのを待つ。即ち、画像データが圧縮
されてハードディスク２１３に保管され、図１のレーザドライバ回路部（レーザユニット
）６に送られる前に、ページ毎に画像信号の同期が取れるよう、画像データをページメモ
リ（図示しない）に展開し、またメモリーボードＤＲＡＭ２１５に保管する。そして、メ
モリ制御部２０９による制御を待つ。２１１はデータ転送制御部である。
【００２７】
次に、本発明の特徴となるタブ印刷において、原稿の画像データがどのようにタブ紙に印
刷されるかの態様を図３および図４の模式図で示す。
【００２８】
図３，図４では、例として５つのタブが付いているタブ紙に文字等を印刷する場合を図示
している。図３では、タブの縦幅と同じ幅の原稿３０１上の領域内の画像データはどこに
書かれていても、タブ紙３０２のタブ３０３～３０７上に印刷される様子を現わしている
。図４では、タブの縦幅と同じ幅の原稿４０１上の領域内にある複数の画像データが順次
、複数のタブ紙４０２～４０４のタブ上に印刷される様子を現わしている。
【００２９】
図３，図４で示したタブ印刷例を実行するためのユーザの操作手順を、図５のフローチャ
ートを参照して具体的に述べる。図３，図４の例では、タブ紙にのみの印刷の例が図示さ
れているが、以下では、複数ある原稿中の指定したページにタブへ印刷したタブ紙を挿入
した形で出力する場合を含めて説明する。
【００３０】
図３では図示したように、各タブ３０３～３０７の縦幅と同じ幅の原稿３０１の各領域内
にタブに印刷する画像を一つずつ記載し、この原稿を図１の画像形成装置の原稿台ガラス
４上に設置した原稿搬送装置の原稿載置トレイ（図示しない）の原稿束の最上面にセット
する。タブ紙のみへの印刷（コピー）の場合はタブへの印刷用原稿のみをその原稿載置ト
レイにセットする。
【００３１】
その後、ユーザー（オペレータ）は、図５のフローチャートに従って、図１の画像形成装
置の操作部（操作パネル：図示しない）を操作することにより、印刷モードの種類をタブ
印刷モードに設定し（ステップ５０１）、原稿の最上面から何ページまでがタブへの印刷
用の原稿かを設定し（ステップ５０２）、使用するタブ紙の種類を設定し（ステップ５０
３）、タブ紙のみの印刷か、原稿と共にタブ紙に印刷するかを選択設定し（ステップ５０
４）、例えば、原稿と共にタブ紙に印刷するを選択設定した場合は、何ページ目にタブ紙
を挿入したいかを設定する（ステップ５０５）と、設定は終了し、制御はスタートキー（
図示しない）によるスタート待ちとなる（ステップ５０６）。一方、ステップ５０４で、
タブ紙のみの印刷を選択設定した場合は、そのまま設定終了となり、制御はスタートボタ
ン（図示しない）によるスタート待ちとなる（ステップ５０７）。
【００３２】
図３の例では、５個のタブを有する５タブのタブ紙を使用しているため、上記タブ紙の種
類は５タブ、上記挿入したいページを５つまで指定することができる。そして、図３に示
すように、Ａから順にタブ紙の該当のタブに印刷される。ただし、タブ紙のみへの印刷を
行う場合は、ページ指定は省略できる。
【００３３】
以上で設定を完了し、ユーザがスタートボタンを押せば、タブに印刷されたタブ紙がステ
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ップ５０５で指定したページに挿入されて一部ずつ出力される。また、タブ紙のみの印刷
の場合は、ユーザがスタートボタンを押せば、印刷されたタブ紙が順に出力される。
【００３４】
図３の例において、以上の設定操作の結果行われる画像形成装置の内部処理の手順を図６
のフローチャートと、図７の画像データ読み出し・書込みのタイミング図を参照して説明
する。
【００３５】
まず、ユーザーがステップ５０３でタブ紙の種類を指定することで、タブの縦幅、タブの
位置が決定され、原稿が記憶されているメモリのアドレスがタブ紙の種類別に領域分割さ
れる（ステップ６０１）。
【００３６】
そして、スタートボタンの押し下げに応じて（ステップ６０２）、原稿載置トレイ上の原
稿束を読み込み、印刷モードに入り、ユーザが指定したタブ紙挿入ページになったら（ス
テップ６０３）、タブ紙印刷モードに切り替わり、画像データを読み出す際に、上記の分
割されたメモリアドレス領域の１エリア内において画像データのある領域を画像エリア検
出ブロックで検出し、図７に示すように、ＢＤ（ビーム検出）信号、ＰＴＯＰ（ペーパー
トップ）信号を基にした主・副走査方向の読み出しのタイミング制御によって画像データ
を読み出す（ステップ６０４）。
【００３７】
読み出した画像データをタブ上に印刷するために、タブの位置が固定であるから、図７に
示すように、副走査方向の書き込みタイミング信号を制御することにより、タブの位置に
合わせてレーザユニット６への書き込みを行う。そして、タブ紙が所定のカセットから印
刷位置に搬送されたタイミングでレーザユニット６からタブ紙のタブへの画像の印刷を行
う。以上の内部処理により、上記タブ幅領域画像平行移動印刷を行うことができる（ステ
ップ６０５）。
【００３８】
図４の例では、同図に示したように、タブのサイズと同じ原稿のサイズ領域内にタブに印
刷する画像を一つずつ記載し、原稿搬送装置の原稿載置トレイ（図示しない）に他の原稿
とともにそれら原稿の最上面にセットする。タブ紙のみへの印刷（コピー）の場合はタブ
への印刷用原稿のみをその原稿載置トレイにセットする。その後、ユーザー（オペレータ
）は、図３の例と同様に、図５のフローチャートに従って、図１の画像形成装置の操作部
（操作パネル：図示しない）を操作することにより、各種設定を行う。印刷する順序は、
図４に示すように、一列毎に上の行から順に下の行へ向かう。一番下の行に達したら、次
の列に移り、先の動作を繰り返す。以上の設定の後、スタート待ち状態になる。
【００３９】
上記の設定操作の結果行われる画像形成装置の内部処理の手順を図８の画像データ読み出
し・書込みのタイミング図と図９のフローチャートを参照して説明する。
【００４０】
まず、ユーザーがステップ５０３でタブ紙の種類を設定することで、タブの縦幅、横幅と
いったタブサイズ、およびタブの位置が決定され、先に述べた設計結果から原稿が記憶さ
れているメモリのアドレスが領域分割される（ステップ９０１）。
【００４１】
そして、スタートボタンの押し下げに応じて（ステップ９０２）、原稿載置トレイ上の原
稿束を読み込み、印刷モードに入り、ユーザが設定したタブ紙挿入ページになったら（ス
テップ９０３）、タブ紙印刷モードに切り替わり、領域分割されたメモリアドレスのうち
図４に示したような順序にしたがって、画像データを、図８に示すように、ＢＤ信号、Ｐ
ＴＯＰ信号を基にした主・副走査方向の読み出しのタイミング信号を制御することによっ
て読み出す（ステップ９０４）。
【００４２】
レーザへの書き込み時には、図８に示すように、副走査方向の書き込みタイミング信号を
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制御すことにより、タブ紙のタブ上に印刷されるようにする（ステップ９０５）。
【００４３】
以上の処理がタブ紙印刷モードに切り替わる毎に、ページ設定された分だけ繰り返される
。図３の例と異なる点は、画像エリアが決定されているため画像エリア検出ブロックを必
要としない点である。
【００４４】
したがって、本実施形態の構成によれば、一枚の原稿用紙で複数のタブ紙への印刷文字を
指定することができ、ユーザーが設定したタブ紙の種類に応じてタブ上への自動平行移動
印刷が可能となる。つまり、原稿の画像をどれだけ移動させたらタブ上に印刷されるかを
ユーザーは設定する必要がなくなる。
【００４５】
（他の実施の形態）
上記の本発明の一実施形態では、印刷方式としてレーザビームプリント方式を例示したが
、本発明はこれに限定されず、例えば、インクジェットプリント方式などでもよい。
【００４６】
なお、本発明は、複数の機器（例えば、ホストコンピュータ、インターフェース機器、リ
ーダ、プリンタなど）から構成されるシステムに適用しても、１つの機器からなる装置（
例えば、複写機、ファクシミリ装置など）に適用してもよい。
【００４７】
また、本発明の目的は、前述した実施の形態の機能を実現するソフトウエアのプログラム
コードを記録した記録媒体（記憶媒体）を、システムあるいは装置に供給し、そのシステ
ムあるいは装置のコンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記録媒体に格納されたプログ
ラムコードを読み出し、実行することによっても、達成されることは言うまでもない。
【００４８】
この場合、記録媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施の形態の機能
を実現することになり、そのプログラムコードを記録した記録媒体は本発明を構成するこ
とになる。
【００４９】
そのプログラムコードを記録し、またテーブル等の変数データを記録する記録媒体として
は、例えばフロッピディスク（ＦＤ）、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、
ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、磁気テープ、不揮発性のメモリカード（ＩＣメモリカード）、
ＲＯＭなどを用いことができる。
【００５０】
また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、前述の実施の
形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づいて、コンピュ
ータ上で稼動しているＯＳ（オペレーティングシステム）などが実際の処理の一部または
全部を行ない、その処理によって前述した実施の形態の機能が実現される場合も含まれる
ことは言うまでもない。
【００５１】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、ユーザーはタブ紙への印刷を行うための原稿につ
いてタブ紙を挿入したいページに一枚ずつ入れる必要はなくなり、一枚のタブ印刷用原稿
で複数のタブ紙への印刷が可能となり、またタブの位置まで出力印刷文字をずらすための
作業をユーザーはしなくてよいので、用紙の無駄とユーザーの手間が省け、効率的なコピ
ー作業が行えるようになる効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態における画像形成装置の全体の断面構成を示す断面図である。
【図２】図１における画像形成装置の画像処理部の回路構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の実施形態におけるタブ幅領域画像移動印刷において、原稿の画像データ
がどのようにタブ紙に印刷されるかの態様を示す模式図である。
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【図４】本発明の実施形態におけるタブ幅領域複数画像順次移動印刷おいて、原稿の画像
データがどのようにタブ紙に印刷されるかの態様を示す模式図である。
【図５】本発明の実施形態において図３、図４のタブ印刷例を実行するためのユーザの設
定操作手順を示すフローチャートである。
【図６】図３の例において、図５の設定操作の結果行われる画像形成装置の内部処理の手
順を示すフローチャートである。
【図７】図３の例においての画像データ読み出し・書き込みのタイミングを示すタイミン
グ図である。
【図８】図４の例においての画像データ読み出し・書き込みのタイミングを示すタイミン
グ図である。
【図９】図４の例において、図５の設定操作の結果行われる画像形成装置の内部処理の手
順を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１　第１ミラー
２　原稿照明ランプ
３　定着器
４　原稿台ガラス
５　定着ウェブ
６　レーザユニット
７　搬送部
８　ドラムクリーナ部
９　感光ドラム
１０　一次帯電器
１１　ＣＣＤユニット
１２　折り返しミラー
１３　セットアップカートリッジ
１４　ホッパ
１５　現像シリンダ
１６　転写前帯電器
１７　手差しトレイ搬送ローラ
１８　手差しトレイ給紙ローラ
１９　手差しトレイ分離ローラ
２０　レジストローラ
２１　転写帯電器
２２　分離帯電器
２３　右デッキ給紙ローラ
２４　右デッキ搬送ローラ
２５　右デッキ分離ローラ
２６　右デッキ
２７　第３カセット給紙ローラ
２８　第３カセット搬送ローラ
２９　第３カセット分離ローラ
３０　第４カセット給紙ローラ
３１　第４カセット搬送ローラ
３２　第４カセット分離ローラ
３３　第４カセット
３４　第３カセット
３５　左デッキ
３６　左デッキ分離ローラ
３７　左デッキ給紙ローラ
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３８　左デッキ給紙ローラ
３９　定着下ローラ
４０　定着上ローラ
４１　外排紙ローラ
４２　第３ミラー
４３　第２ミラー
４４　画像処理部
２０１　ＣＤ回路基板
２０２　ＩＰ回路基板
２０３　ＰＤＬボード
２０４　画像処理部
２０５　画像処理制御部
２０６　圧縮／伸張部
２０７　枠消し部
２０８　回転部
２０９　メモリ制御部
２１０　黒濃縮度カウント部
２１１　データ転送制御部
２１２　イメージサーバ
２１３　ハードディスク
２１４　メモリボード
２１５　ＤＲＡＭ
３０１、４０１　タブ画像の原稿
３０２、４０２、４０３、４０４　タブ紙
３０３～３０７　タブ
【図１】 【図２】
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